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都
農
業
会
議
は
４
月
17
日
、
東

京
都
に
対
す
る
建
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
建
議
は
３
月
の
総
会
で
決

定
し
た
も
の
で
、
認
定
農
業
者
や

農
業
後
継
者
に
対
す
る
支
援
の
確

立
な
ど
、
都
の
農
業
施
策
を
具
体

的
に
提
案
し
要
望
す
る
内
容
で

す
。

　

建
議
書
を
受
け
取
っ
た
東
京
都

の
津
国
農
林
水
産
部
長
は
「
が
ん

ば
る
農
家
を
応
援
す
る
た
め
新
規

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

　

さ
ら
に
「
平
成

26
年
度
東
京
都
農

業
振
興
施
策
」
の

概

要

に

つ

い

て
、

新
規
事
業
を
中
心

に
平
野
直
彦
都
農

業
振
興
課
長
が
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
５
月
14
日
に

賛
助
員
協
議
会
を
開
き
、
区
市
町

村
主
管
課
長
お
よ
び
農
業
委
員
会

長
な
ど
72
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
平
成
26
年
度
に
取

り
組
む
事
業
推
進
計
画
・
予
算
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
区
市
町
村
・
農
業
委

員
会
と
一
体
と
な
っ
て
、
事
業
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
の
農
業
を
め
ぐ
る

動
向
と
し
て
、
豪
雪
被
害
へ
の
支

援
や
農
地
法
等
改
正
に
伴
う
対
応

に
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

後
も
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

挨拶を述べる波多野会長

表彰状の伝達を受ける久保田農委会長（左）

　

昭
和
29
年
８
月
に
発
足
し
た

農
業
会
議
は
、
本
年
で
60
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、

８
月
に
創
立
60
周
年
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
①
こ
れ
ま
で

の
歩
み
や
資
料
を
ま
と
め
た

「
記
念
誌
」
の
発
行
、
②
記
念

式
典
・
祝
賀
会
の
開
催
、
③
農

業
会
議
員
等
の
表
彰
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

記
念
式
典
は
８
月
19
日(

火)

に
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
し

ま
す
。

農
業
会
議
60
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す

平
成
26
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
協
議

区
市
町
村
賛
助
員
協
議
会

建
議
の
実
現
を
東
京
都
に
要
望

東
京
都
農
業
会
議

農
林
水
産
大
臣
表
彰
に
瑞
穂
町
農
業
委
員
会

 

都
内
で
は
じ
め
て
農
業
委
員
会
が
表
彰
を
受
け
る

　
　

市
街
化
調
整
区
域
で
の
活
動
に
高
い
評
価

で
は
、
は
じ
め
て
農
業
会
議
と
の

連
携
に
よ
る
新
規
就
農
者
を
誕
生

さ
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
学
童
教
育
と
連
携
し

た
遊
休
農
地
の
解
消
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
を
作
成
し
４
人
の
若
い
新

規
就
農
者
を
支
援
す
る
ほ
か
、
法

人
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
活
動
が
都

内
全
域
に
広
ま
っ
た
功
績
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
組
織
や
個
人
に
贈
ら
れ

る
平
成
25
年
度
の
農
林
水
産
大

臣
表
彰
に
瑞
穂
町
農
業
委
員
会

（
久
保
田
晴
利
会
長
）
が
選
出 

さ
れ
、
５
月
14
日
に
、
東
京
都

農
業
振
興
課
の
平
野
課
長
よ
り

表
彰
状
の
伝
達
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
）

　

都
内
で
農
業
委
員
会
が
組
織
と

し
て
表
彰
を
受
け
る
の
は
、
は
じ

め
て
と
な
り
ま
す
。

　

瑞
穂
町
農
業
委
員
会
は
、
市
街

化
調
整
区
域
で
農
地
の
流
動
化
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
街
化
区

域
で
相
続
に
よ
り
農
業
経
営
の
継

続
が
困
難
と
な
っ
た
町
外
の
農
業

者
の
受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
都
内

津国部長（左）に建議書を手渡す波多野
会長（中央）と肥沼副会長（右）

　

農
業
会
議
は
、
Ｊ
Ａ
東
京
南

新
宿
ビ
ル
の
建
替
え
に
伴
い
、

立
川
市
柴
崎
町
・
Ｊ
Ａ
東
京
第

２
ビ
ル
２
階
に
、
次
の
日
程
に

よ
り
移
転
し
ま
す
。

７
月
４
日(

金)

午
後
５
時
15
分

　

南
新
宿
ビ
ル
事
務
所
閉
鎖

７
月
８
日(

火)

午
前
８
時
30
分

　

新
事
務
所
業
務
開
始

＊
７
月
７
日(

月)

は
新
事
務

所
整
理
の
た
め
対
外
的
業
務
は

休
止
し
ま
す
。

事
務
所
移
転
に
つ
い
て

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
４
０
号　

平
成
26
年
５
月
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準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
定
化
さ
れ
た
農
地
台
帳
の
整

備
に
１
億
６
千
万
が
予
算
化
さ

れ
、
こ
の
ほ
か
、
農
地
中
間
管
理

機
構
の
整
備
や
、
集
積
協
力
金
が

講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

③
「
都
市
農
業
保
全
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
は
、
都
市
農
地

を
保
全
す
る
た
め
、
市
街
化
区
域

内
農
地
を
対
象
と
し
、
農
地
保
全

の
理
解
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

や
、
農
地
の
多
面
的
機
能
を
一
層

発
揮
さ
せ
る
た
め
の
施
設
整
備
な

ど
、
区
市
が
行
う
農
地
保
全
の
取

り
組
み
に
対
し
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
の
両
面
か
ら
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　

今
年
度
は
５
千
１
百
万
円
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
東
京
都
の

農
業
関
係
予
算
は
、
昨
年
度

よ

り

８

千

７

百

万

円

増

の

49
億
７
千
２
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

農
業
振
興
施
策
は
、

（1）
「
東
京

農
業
の
特
性
を
活
か
し
た
産
業
力

の
強
化
」
、

（2）
「
都
内
農
畜
産
物

の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
地
産
地

消
の
推
進
」
、

（3）
「
豊
か
な
都
民

生
活
と
快
適
な
都
市
環
境
へ
の
積

極
的
貢
献
」
の
３
本
柱
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。 

新
た
に
３
事
業
を
創
設

　

①
「
農
業
経
営
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
は
、
力
強
い
農
業
経
営
を

促
進
し
、
東
京
農
業
の
産
業
力

を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
販

路
開
拓
や
加
工
品
の
開
発
な
ど
、

新
た
な
経
営
展
開
を
目
指
す
農

業
者
な
ど
に
対
し
て
活
動
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
事
業
計
画

が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

②
「
東
京
都
農
業
構
造
改
革
支

援
事
業
」
は
、 

農
地
の
利
用
集
積

（
農
地
流
動
化
）
の
推
進
を
目
的

と
し
た
農
地
中
間
管
理
機
構
の
設

置
や
農
地
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い

創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

「
農
業
構
造
改
革
支
援
基
金
」

と
し
て
、
２
億
１
千
７
百
万
円
が

第
１
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
26
年
４
月
17
日
に
南
新

宿
ビ
ル
で
開
催
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
１
件

４
７
３
㎡
を
審
議
し
、
許
可
相

当
と
し
て
答
申
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

協
議

　

①
第
54
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
事
業
要
綱
と
第
34
回
農
業

後
継
者
顕
彰
事
業
要
綱
を
決
定

し
た
。
②
平
成
26
年
度
東
京
都

農
作
物
生
産
状
況
調
査
を
本
年

度
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
農
業
委
員
会
組
織
・
活
動
検
討

委
員
会
開
催
要
領
を
決
定
し
た
。

説
明

　

当
面
の
農
政
問
題
は
、 

全
国

農
業
委
員
会
長
大
会
、
２
月
の

豪
雪
で
被
災
し
た
農
業
用
施
設

の
撤
去
・
再
建
に
向
け
た
支
援
、

農
地
法
等
改
正
、
農
業
委
員
会
を

常

任

会

議

員

会

議

だ

よ

り

め
ぐ
る
情
勢
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

平
成
26
年
度
東
京
都
農
業
振

興
施
策
の
概
要
を
平
野
都
農
業

振
興
課
長
が
説
明
し
た
。

第
２
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
26
年
５
月
16
日
に
狛
江

市
西
河
原
公
民
館
で
開
催
。

議
事

　

農
地
法
に
基
づ
く
知
事
諮
問

は
、
第
５
条
４
件
８
７
６
・
４

㎡
を
許
可
相
当
と
答
申
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

東
京
農
業
の
産
業
力
強
化
を
目
指
す

平
成
26
年
度
東
京
都
農
業
関
連
施
策
・
予
算

る
「
都
市
農
業
経
営
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
」
に
は
、
２
億
５
千
万
円

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
認
経
営
体
に
つ
い
て
は
、
最

低
事
業
費
が
２
百
万
円
以
上
と
さ

れ
、
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
確

保
の
た
め
の
「
東
京
エ
コ
農
産

物
認
証
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

１
千
２
百
万
円
が
用
意
さ
れ
、
制

度
の
普
及
が
図
ら
れ
ま
す
。

農
作
物
生
産
状
況
調
査

　

都
内
産
農
産
物
の
生
産
状
況

な
ど
を
調
査
す
る
「
農
作
物
生

産
状
況
調
査
」
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
も
農
業
会
議
が
委
託
を

受
け
、
都
内
全
農
業
委
員
会
な

ど
と
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。　

遊
休
農
地
の
利
活
用
促
進
や
新
規

就
農
者
な
ど
の
確
保

 
 

「
遊
休
農
地
利
活
用
促
進
事
業
」、

「
ス
ト
ッ
プ
遊
休
農
地
再
生
事
業
」、

「
農
作
業
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援
事
業
」、

「
新
規
就
農
者
確
保
事
業
」
が
昨
年

度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
、
農
業

者
、
新
規
就
農
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
農
地
の

保
全
と
利
用
促
進
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
村
や
島
し
ょ
地
域
の
振
興

　

「
山
村
・
離
島
振
興
整
備
事
業
」

に
は
、
１
億
３
千
４
百
万
円
が
講

じ
ら
れ
、
山
村
や
島
し
ょ
の
地
域

振
興
が
図
ら
れ
ま
す
。

認
定
農
業
者
へ
の
支
援
や
安
全
な

農
畜
産
物
確
保
へ
の
取
り
組
み

　

認
定
農
業
者
な
ど
が
対
象
と
な

協
議

　

①
農
業
会
議
創
立
60
周
年
記

念
事
業
、
②
農
業
会
議
事
務
所

移
転
、
③
平
成
27
年
度
農
林
関

係
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
事

項
、
④
規
制
改
革
会
議
・
農
業

Ｗ
Ｇ
の
「
農
業
改
革
に
関
す
る

意
見
」
へ
の
対
応
を
協
議
し
た
。

現
地
研
究

　

狛
江
市
の
農
業
施
策
・
農
委

会
活
動
を
研
究
し
、
枝
豆
や
花

き
の
生
産
農
家
を
見
学
し
た
。

間鍋陽さん（右）の花き経営について話しを聞く
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政
府
は
、
「
農
林
水
産
業
地
域

の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、

農
業
に
関
す
る
各
種
の
目
標
を
設

定
し
、
こ
う
し
た
目
標
の
実
現
に

よ
る
「
農
業
・
農
村
全
体
の
所
得

倍
増
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
既
得
権
益
の

排
除
や
規
制
緩
和
の
促
進
が
必
要

だ
と
し
、
経
済
人
な
ど
を
中
心
と

し
た
産
業
競
争
力
会
議
や
規
制
改

革
会
議
の
主
導
に
よ
り
、
農
業
改
革

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
系
統
は
、
透
明
性
・

公
平
性
で
課
題
が
あ
る
と
さ
れ
、

農
地
流
動
化
へ
の
農
業
委
員
会
の

関
与
廃
止
や
、
農
地
の
権
利
移
動

許
可
事
務
に
関
し
て
「
市
町
村
長

へ
の
権
限
移
譲
」
が
協
議
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

規
制
改
革
会
議
よ
り
、
昨
年
11

月
末
に
提
起
さ
れ
た
「
今
後
の
農

業
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
」
は
、

５
月
14
日
に
公
表
さ
れ
た
「
農
業

改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
に
繋

が
り
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
制
度

の
廃
止
、
都
道
府
県
農
業
会
議
の

廃
止
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
提
案
は
、
農
地
保
全

や
担
い
手
育
成
な
ど
を
幅
広
く
推

進
す
る
農
業
委
員
会
系
統
の
活
動

や
重
要
性
を
理
解
し
て
い
な
い
、

暴
論
で
す
。

　

農
業
委
員
会
系
統
組
織
は
、
こ

う
し
た
暴
論
に
屈
せ
ず
、
今
後
も

地
域
農
業
に
無
く
て
は
な
ら
な
い

組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
系
統
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て

　

農
業
者
年
金
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
農
業
者(

国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
限

る)

で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
、
月
額
２
万
～

６
万
７
千
円
の
間
の
１
千
円
単

位
で
保
険
料
額
を
自
由
に
設
定
・

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と

運
用
益(

平
成
24
年
度
の
運
用

利
回
り
は
７
・
７
％)

に
よ
っ
て

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま

る
確
定
拠
出
型
の
積
立
方
式
で

あ
る
た
め
、
加
入
者
数
な
ど
に

左
右
さ
れ
に
く
く
、
大
変
安
定

し
て
い
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
支
払
う
保
険
料
の
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
な
り
、

運
用
益
も
非
課
税
で
あ
る
た
め
、

高
い
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
に
特
長
あ
る
農
業
者

年
金
の
周
知
、
加
入
推
進
に
取

り
組
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
を　

　

都
農
業
会
議
は
昨
年
度
、
東
京

都
か
ら
の
委
託
を
受
け
女
性
農
業

者
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
都
内
の
認
定
農
業
者

世
帯
の
女
性
な
ら
び
に
、
認
定
農

業
者
が
い
な
い
区
市
町
で
は
農
林

業
セ
ン
サ
ス
の
販
売
農
家
の
基
準

を
満
た
す
と
考
え
ら
れ
る
農
家
の

女
性
で
す
。

　

各
区
市
町
の
農
業
委
員
会
の
協

力
に
よ
り
、
８
４
７
人
の
農
家
女

性
か
ら
有
効
回
答
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
左
記
に
、ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
か
ら
特
徴
的
な
点

を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
回
答
し
た
農
家
女
性
が
、

現
在
、
家
の
農
業
経
営
に
従
事
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

89
・
５
％
が
従
事
し
て
い
る
と
回

答
し
ま
し
た
。
こ
の
場
合
の
「
従

事
」
に
は
農
作
業
に
加
え
、
販
売
、

出
荷
調
整
、
事
務
も
含
み
ま
す
。

　

１
日
の
な
か
で
農
作
業
や
農
業

経
営
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
い

る
時
間
に
つ
い
て
は
、
１
日
に
４

時
間
以
上
、
農
作
業
や
農
業
経
営

に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
と

い
う
回
答
者
が
62
・
７
％
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
の
農
業
経
営
に
お
い

て
方
針
決
定
（
何
を
作
る
か
、
ど

こ
に
売
る
か
に
つ
い
て
意
見
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
）
に
関
わ
っ
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
全
体
の
39
・
８
％
は
「
関

わ
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
ま
し
た

が
、
34
・
２
％
が
「
関
わ
っ
て
い

な
い
」、
21
・
３
％
が
「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
農
業
経
営
へ
の
関
わ
り

方
に
関
す
る
設
問
に
対
し
て
は
、

将
来
は
「
経
営
者
と
し
て
農
業
経

営
を
行
い
た
い
」（
３
・
３
％
）
と

「
共
同
経
営
者
と
し
て
た
ず
さ
わ
り

た
い
」（
18
・
３
％
）
を
あ
わ
せ
た

積
極
派
は
21
・
６
％
に
と
ど
ま
り

ま
す
。

　

一
方
、「
指
示
さ
れ
た
作
業
に
だ

け
従
事
し
た
い
」（
15
・
９
％
）
や

「
忙
し
い
と
き
だ
け
手
伝
い
た
い
」

（
23
・
１
％
）
と
い
っ
た
消
極
派
が

あ
わ
せ
て
39
・
１
％
と
積
極
派
を

上
回
っ
て
存
在
し
ま
す
。

　

選
択
肢
で
も
っ
と
も
多
い
回
答

を
集
め
た
の
は
両
者
の
中
間
に
位

置
す
る
「
方
針
決
定
は
夫
や
親
が

行
う
が
自
分
の
意
見
も
反
映
さ
せ

た
い
」（
25
・
３
％
）
で
し
た
。

　

本
調
査
の
結
果
か
ら
は
多
く
の

農
家
女
性
が
少
な
か
ら
ず
家
の
農

業
経
営
に
貢
献
し
て
い
る
一
方
、

共
同
経
営
者
と
し
て
、
積
極
的
に

経
営
参
画
し
て
い
る
農
家
女
性
は

決
し
て
多
く
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

担
い
手
の
半
数
を
占
め
る
農
家

女
性
の
主
体
性
を
活
か
し
て
い
く

観
点
か
ら
す
る
と
、
克
服
す
べ
き

課
題
な
ど
が
一
定
程
度
把
握
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
は
、
農
業
委
員
統
一

改
選
が
実
施
予
定
で
、
都
内

で
は
33
の
農
業
委
員
会
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

農
業
委
員
会
活
動
へ
の
お
礼　

上
げ
ま
す
。

　

今

後

も
、

農

業

委

員

会

活

動

に

対

す

る

ご

理

解

と

ご

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

と

と

も

に
、

皆

様

の

ご

健

勝

を

ご

祈

念

申

し

上
げ
ま
す
。

「
女
性
農
業
者
の
意
向
調
査
」
結
果
概
要
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都
内
７
市
の
農
業
委
員
会
が
情
報
活
動
表
彰

西
東
京
市
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
全
国
農
業
新
聞
賞

平
成
26
年
度
全
国
情
報
会
議

　

農
業
委
員
会
組
織
・
活
動
検
討

委
員
会
（
肥
沼
和
夫
委
員
長
）
は

５
月
14
日
、
都
庁
に
お
い
て
都
農

林
水
産
部
と
の
意
見
交
換
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

都
内
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し

て
14
人
の
農
業
委
員
会
長
ら
が
出

席
し
、
都
か
ら
は
津
国
部
長
を
は

じ
め
農
林
水
産
部
の
幹
部
職
員
が

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
は
、
５
月
23
日
に
南
新
宿
ビ
ル
に

て
平
成
26
年
度
通
常
総
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

通
常
総
会
は
、
小
平
市
の
川
上

氏
を
議
長
に
選
任
し
、
進
め
ら
れ
、

①
平
成
25
年
度
事
業
報
告
・
決
算

②
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
・
収

支
予
算
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
職
員
異
動
に
よ
る
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
篠
崎
道
明

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
役
員
会
を

開
き
、
今
年
度
に
地
区
別
に
検
討
す

る
テ
ー
マ
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

選
任
さ
れ
た
役
員
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

会
長
＝
篠
崎
道
明
（
稲
城
市
）
▼
副

会
長
＝
尾
上
健
（
杉
並
区
）
田
中
茂

雄
（
羽
村
市
）
増
田
英
男
（
昭
島

市
）
▼
理
事
＝
宮
田
修
志
（
板
橋
区
）  

加
藤
英
二
（
青
梅
市
）
渡
邊
淳
二

（
多
摩
市
）
川
崎
基
司
（
東
村
山
市
）  

奥
山
拓
（
八
丈
町
）
北
沢
俊
春
（
農

業
会
議
）
▼
監
事
＝
渡
邉
一
彦
（
あ

き
る
野
市
）
石
川
裕
三
（
府
中
市
）

　

全
国
農
業
会
議
所
（
二
田
孝
治

会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
全
国
情
報

会
議
を
開
き
、
情
報
事
業
で
の
功

績
に
よ
り
、
都
内
か
ら
青
梅
市
、

日
野
市
、
立
川
市
、
小
金
井
市
、

東
村
山
市
、
狛
江
市
、
清
瀬
市
の

７
市
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
農
家
戸
数
対
比
普
及
率

の
部
で
、
東
村
山
市
が
44
・
９
％

で
全
国
１
位
、
立
川
市
が
30
・
２
％

で
全
国
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

併
せ
て
行
わ
れ
た
「
農
業
委

員
会
だ
よ
り
」
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
西
東
京
市
農
業
委
員

東京都総代として表彰を受ける青梅市
の川鍋農委会長（左）

全国第３位に輝いた立川市農業委員会

出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
に
発
生
し
た
豪
雪
被

害
へ
の
支
援
に
関
す
る
現
場
で
の

課
題
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
都
内
産
農
産
物
の
活
用
に
つ
い

て
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
と
の
意
見
交
換
を
実
施

農
業
委
員
会
組
織
・
活
動
検
討
委
員
会

会
が
全
国
農
業
新
聞
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

都
内
各
地
区
の
農
業
委
員
会
協

議
会
・
連
合
会
の
通
常
総
会
が
、

左
記
の
日
程
で
開
か
れ
、
平
成
26

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
が

承
認
さ
れ
、
今
年
度
も
積
極
的
な

活
動
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
16
日　

西
多
摩
地
方
連
合
会

５
月
１
日　

南
多
摩
協
議
会

５
月
14
日　

島
嶼
協
議
会

６
月
２
日　

区
内
協
議
会

　
　
　
　
　

北
多
摩
地
区
連
合
会

平
成
26
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
決
定

新
会
長
に
篠
崎
氏
（
稲
城
市
）
を
選
任

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会
総
会
・
役
員
会

　

今
年
度
も
「
東
京
都
農
作
物

生
産
状
況
調
査
」
を
、
東
京
都

指
定
統
計
調
査
と
し
て
、
都
内

全
域
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
農
作
物
の
災
害

対
策
を
は
じ
め
補
助
事
業
な
ど

の
根
拠
と
な
る
基
礎
デ
ー
タ
を

把
握
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
委
員
お
よ
び
農
業
者
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
調

査
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
」
ご
協
力
の
お
願
い

６
月
～
７
月
の
日
程

６
・
２ 

㈪ 

区
内
検
討
会

６
・
４ 

㈬ 

西
多
摩
検
討
会

６
・
４ 

㈭ 

南
多
摩
検
討
会

６
・
６ 

㈮ 

島
し
ょ
検
討
会

６
・
９ 

㈪ 

北
多
摩
北
検
討
会

６
・
10 

㈫ 

北
多
摩
南
検
討
会

６
・
11 

㈬ 

北
多
摩
西
検
討
会

６
・
13 

㈮ 

東
京
都
農
業
経
営
者

ク
ラ
ブ
総
会

６
・
17 

㈫ 

常
任
会
議
員
会
議

６
・
20 

㈮ 

生
産
緑
地
制
度
研
究
会

６
・
23 

㈪ 

相
続
税
納
税
猶
予

　
　
　
　
　

制
度
実
務
研
究
会

６
・
27 

㈮ 

監
査
会

７
・
７ 

㈪ 

農
業
会
議 

新
事
務
所

　
　
　
　

準
備
（
業
務
休
止
）

７
・
８ 

㈫ 

農
業
会
議 

業
務
再
開

７
・
17 

㈭ 

常
任
会
議
員
会
議

７
・
24 

㈭ 

～ 

25 

㈮ 

　
　

農
地
関
連
法
・
制
度
研
修
会

都

内

各

地

区

協

議

会

な
ど
が
通
常
総
会
開
く

東京農業について活発な意見交換が
行われた


